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形成外科  
 
< 基本目標 > 
 

研修責任者：朝村真一 
 
< 基本目標 > 
 

１）一般目標 

・患者の視点に立った診療を目指し、教室員と共に研修に努める。 

・臨床医になるにあたって、外科学の基本である創傷治癒について理解する。 

２）行動目標 

・手術の基本手技である切開法、縫合法、ドレッシング法を習得する。 

・顔面・手外傷（急性疾患）のプライマリ・ケアを習得する。 

・形成外科は、他科との合同手術（再建外科）を行うため、チーム医療について学

び、再建方法について立案できるように努める。 

  3）方略 
・一般外来での処置、問診、診察を指導医とともに行う。 

・入院患者の担当医として、指導医とともに患者を受け持つとともに、 

術前検討会で術式についてプレゼンテーションを実施する。 

 

< 週間スケジュール > 

 

 
 
< 評価 > 

・EPOC2による自己評価、PG-EPOCによる研修医評価を行う。 

     ・カンファレンスにて知識の習得状況を確認する。 

   ・診療記録の適切な記録ができているかを確認する。 

   ・指導医、上級医および看護師などメディカルスタッフからも意見を聴取し、 

医師として相応しい態度が身についているかを確認する。 

 
< 指導教官 > 

教授    朝村 真一 

助教  坂田 康裕  
助教  稲田 麻衣子 


